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衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
酪
農
業
の
現
状
及
び
乳
価
の
適
正
な
水
準
等
に
対
す
る
政
府
の
認
識
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
四
七
号
）
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り

で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

酪
農
家
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
省
の
「
農
業
経
営
統
計
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

搾
乳
牛
通
年
換
算
一
頭
当
た
り
の
酪
農
家
の
所
得
は
、
配
合
飼
料
価
格
が
低
下
し
た
こ
と
等
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
て
増
加

し
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
は
、
猛
暑
の
影
響
に
よ
る
生
乳
生
産
量
の
低
下
、
平
成
二
十
三
年
一－

三
月
期
の

配
合
飼
料
価
格
の
引
上
げ
、
北
海
道
に
お
け
る
一
部
の
乳
製
品
向
け
生
乳
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
買
取
価
格
の
引
下
げ
等

が
酪
農
家
の
経
営
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
の
乳
価
に
つ
い
て
は
、
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措
置
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
十
二
号
。

一



以
下
「
暫
定
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
に
規
定
す
る
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
と
乳
業
メ
ー
カ
ー
と
の
間
で
そ
れ
ぞ
れ
交

渉
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
国
は
当
該
交
渉
の
当
事
者
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

四
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
の
「
農
業
経
営
統
計
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
に
お
け
る
搾
乳
牛
通
年
換
算
一
頭
当
た
り
の
牛
乳
生
産
費

は
、
近
年
は
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
等
を
背
景
に
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
い
て
は
前
年
度
よ
り
減

少
し
て
い
る
。
今
後
の
牛
乳
生
産
費
の
変
動
を
予
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
特
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
要
素
で
あ
る

配
合
飼
料
価
格
等
の
動
向
を
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

暫
定
措
置
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
補
給
金
単
価
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
乳
の
生
産

費
そ
の
他
の
生
産
条
件
、
生
乳
及
び
乳
製
品
の
需
給
事
情
並
び
に
物
価
そ
の
他
の
経
済
事
情
を
考
慮
し
、
生
産
さ
れ
る
生
乳

の
相
当
部
分
が
加
工
原
料
乳
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
け
る
生
乳
の
再
生
産
を
確
保
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
同
条

第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
定
め
る
こ
と
と
な
る
。

二



六
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
の
「
牛
乳
乳
製
品
統
計
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
は
、
猛
暑
の
影
響
等
に
よ
り
生
乳
生
産

量
が
低
下
し
、
年
度
当
初
は
高
水
準
で
あ
っ
た
バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
量
が
、
平
成
二
十
三
年
一
月
末
に
は
前
年
同

月
に
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
約
三
十
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
度
に

お
い
て
は
、
生
乳
生
産
量
に
つ
い
て
平
成
二
十
二
年
度
の
猛
暑
の
影
響
が
残
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
が
、
生
乳
の
生
産
並

び
に
飲
用
牛
乳
及
び
乳
製
品
の
消
費
の
動
向
を
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

暫
定
措
置
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
数
量
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
生
乳
の
生
産
事
情
、
飲
用
牛
乳
及
び
乳
製
品
の
需
給
事
情
そ
の
他
の
経
済
事
情
を
考
慮
し
て
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
定
め
る
こ
と
と
な
る
。

三


